
た
。
ら
町
中
を
踊
り
歩
き
ま
し

フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
し
な
が

加
者
が
、

さ
ま
ざ
ま
な
パ

十
五
団
体
八
〇
〇
人
の
参

は
い
や
流
し
踊
り
」

で
は
、

き
ま
し
た
。

ま
た
「

き
な

に
四
体
の
神
輿
が
練
り
歩

勇
ま
し
い
掛
声
と
と
も

が
っ

て
い
ま
し
た
。

争
な
ど
も
大
い
に
盛
り
上

フ
ル
ー

ツ
フ
ル
早
食
い
競

そ
の
後
の
ビ
ン
ゴ
大
会
や

た
ち
の
長
い
長
い
行
列
。

う
大
会
」

で
は
、

子
ど
も

響
か
せ
、
「

魚
を
も
ら
お

、

元
気
で
力
強
い
演
奏
を

ン
ペ
ッ

ト
鼓
笛
隊
」

で
は

吉
田
小
児
童
の
「

ト
ラ

さ
れ
ま
し
た
。

ス
タ
２
０
０
７
」

が
開
催

き
な
は
い
や
サ
マ
ー

フ
ェ

吉
田
町
夏
祭
り
「

夏
一
番

県
内
最
初
の
夏
祭
り
、

七
月
七
日

グ
を
飾
る
「

ガ
イ
ヤ
カ
ー

　
ま
つ
り
の
オ
ー

プ
ニ
ン

し
た
。

鬼
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま

・
第
四
一
回
う
わ
じ
ま
牛

　
猛
暑
の
中
、

和
霊
大
祭

七
月
二
二
〜

二
四
日

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

り
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

空
に
舞
い
上
が
り
、

夏
祭

レ
の
打
ち
上
げ
花
火
が
夜

た
と
こ
ろ
で
、

フ
ィ

ナ
ー

　
興
奮
が
最
高
潮
に
達
し

も
。
は
熱
狂
し
て
大
き
な
歓
声

か
っ

て
行
く
姿
に
、

観
客

　
若
者
た
ち
が
お
札
に
向

た
。
争
奪
戦
」

が
始
ま
り
ま
し

「

走
り
こ
み
」

と
「

お
札

照
ら
さ
れ
た
若
者
た
ち
の

か
が
り
火
と
松
明
の
光
に

な
太
鼓
の
音
色
と
と
も
に
、

田
御
陣
屋
太
鼓
」

の
勇
壮

ド
が
高
ま
る
な
か
、
「

吉

日
が
落
ち
て
祭
り
ム
ー

親
牛
鬼
パ
レ
ー

ド
」

で
、

　
最
終
日
の
二
四
日
、
「

彩
り
ま
し
た
。

宇
和
島
の
夜
を
鮮
や
か
に

花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
、

島
湾
か
ら
三
六
〇
〇
発
の

を
披
露
。

そ
し
て
、

宇
和

か
な
、

ま
た
楽
し
い
踊
り

お
ど
り
大
会
」

で
し
と
や

た
ち
の
あ
と
、
「

宇
和
島

ド
」

と
、

元
気
な
子
ど
も

」
「

子
ど
も
牛
鬼
パ
レ
ー

バ
ン
ド
・
ト
ラ
ン
ペ
ッ

ト

　
二
日
目
は
、
「

ブ
ラ
ス

し
た
。

ン
ス
で
観
客
を
魅
了
し
ま

か
な
衣
装
と
息
揃
っ

た
ダ

〜
』
」

の
皆
さ
ん
。

艶
や

部
は
「

愛
短
『

凛
〜

リ
ン

育
園
」
、

混
合
・
大
人
の

子
ど
も
の
部
は
「

尾
串
保

　
大
賞
を
と
っ

た
の
は
、

狭
し
と
踊
り
ま
し
た
。

・
牛
鬼
す
と
り
ー

と
を
所

っ

て
、

き
さ
い
や
ロ
ー

ド

の
参
加
者
が
リ
ズ
ム
に
乗

人
（

記
録
更
新
中
！
）

も

昨
年
を
上
回
る
四
二
〇
〇

ニ
バ
ル
」

で
は
九
一
団
体
、

松
の
町
並
み
は
あ
ん
ど
ん

は
酔
い
し
れ
、

ま
た
、

岩

や
和
太
鼓
の
響
き
に
聴
衆

開
か
れ
ま
し
た
。

三
味
線

し
て
和
楽
コ
ン
サ
ー

ト
が

　
十
六
日
に
は
前
夜
祭
と

の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

会
場
は
詰
め
か
け
た
多
く

た
。

晴
天
に
も
恵
ま
れ
、

祭
り
」

が
開
催
さ
れ
ま
し

を
主
会
場
に
「

つ
し
ま
夏

　
岩
松
川
お
ま
つ
り
河
原

八
月
十
六
・
十
七
日

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

ま
し
た
。

ツ
い
三
日
間
に
幕
を
閉
じ

と
拍
手
が
鳴
り
響
き
、

ア

を
得
る
と
、

盛
大
な
歓
声

若
者
が
一
気
に
登
り
御
幣

り
込
み
」

で
、

御
神
竹
に

締
め
く
く
り
を
飾
る
「

走

か
せ
ま
し
た
。

夜
に
は
、

し
て
、

観
客
を
大
い
に
沸

体
で
の
鉢
合
わ
せ
も
披
露

ま
し
た
。

途
中
、

二
、

三

和
霊
神
社
ま
で
練
り
歩
き

き
さ
い
や
ロ
ー

ド
か
ら
和

い
い
掛
け
声
と
と
も
に
、

十
七
体
の
牛
鬼
が
威
勢
の

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

上
が
り
、

夏
の
ひ
と
と
き

り
、

観
客
か
ら
は
歓
声
が

仕
掛
け
花
火
が
川
面
を
彩

凝
ら
し
た
色
と
り
ど
り
の

壮
な
演
奏
の
後
、

趣
向
を

る
力
強
い
樹
根
太
鼓
の
勇

　
そ
し
て
、
「

雅
」

に
よ

り
歩
き
ま
し
た
。

新
津
島
音
頭
に
乗
せ
て
踊

ら
し
た
衣
装
で
着
飾
り
、

ム
が
そ
れ
ぞ
れ
工
夫
を
凝

で
は
、

参
加
し
た
十
チ
ー

た
。

ま
た
、

舞
踊
大
行
進

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し

の
歌
謡
シ
ョ
ー

で
会
場
は

亜
耶
・
レ
ー

モ
ン
ド
松
屋

松
野
鬼
城
太
鼓
の
演
奏
、

チ
ア
リ
ー

ダ
ー

の
演
技
、

で
幕
を
開
け
、

津
島
高
校

校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
の
演
奏

　
十
七
日
は
、

津
島
中
学

し
た
。

な
世
界
を
演
出
し
て
い
ま

に
照
ら
さ
れ
て
、

幻
想
的

会
の
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

四
〇
回
目
を
む
か
え
た
大

艶
や
か
に
彩
り
、

今
回
で

の
花
火
が
三
間
の
夜
空
を

　
最
後
は
、

約
七
〇
〇
発

ま
し
た
。

の
中
に
入
り
楽
し
く
踊
り

踊
り
で
は
、

来
場
者
も
輪

　
「

三
間
町
音
頭
」

の
総

し
た
。

大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま

に
披
露
さ
れ
、

会
場
か
ら

学
生
の
踊
り
な
ど
が
次
々

で
開
幕
。

保
育
園
児
や
小

に
よ
る
「

鳴
子
お
ど
り
」

下
町
自
治
会
・
各
種
団
体

　
三
間
町
商
工
会
・
宮
野

た
ち
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

さ
と
で
過
ご
す
多
く
の
人

で
開
催
さ
れ
、

盆
を
ふ
る

三
間
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
第
四
〇
回
納
涼
大
会
が

八
月
十
三
日

三
間
町
納
涼
大
会

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

で
は
体
験
で
き
な
い
経
験

海
水
浴
な
ど
普
段
佐
久
市

佐
久
市
の
大
使
た
ち
は
、

　
十
日
ま
で
の
四
日
間
、

ョ

ン
へ
。

学
生
ら
と
歓
迎
レ
セ
プ
シ

は
、

さ
っ

そ
く
津
島
の
小

到
着
し
た
ふ
る
さ
と
大
使

　
七
日
の
夕
方
に
津
島
に

し
た
。

ば
る
津
島
に
や
っ

て
き
ま

て
、

小
学
生
八
人
が
は
る

さ
な
ふ
る
さ
と
大
使
と
し

　
長
野
県
佐
久
市
か
ら
小

で
三
例
目
。

地
方
で
初
め
て
で
、

全
国

 
こ
れ
は
中
四
国
・
九
州

し
た
。

国
の
文
化
財
に
選
ば
れ
ま

告
示
が
出
さ
れ
、

晴
れ
て

段
畑
」

が
、

正
式
に
官
報

て
い
た
「

遊
子
水
荷
浦
の

定
さ
れ
る
よ
う
答
申
さ
れ

で
重
要
文
化
的
景
観
に
選

　
文
化
庁
の
文
化
審
議
会

七
月
二
六
日

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

れ
る
予
定
で
す
。

と
大
使
が
、

佐
久
市
を
訪

　
冬
に
は
津
島
の
ふ
る
さ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

た
ち
と
の
思
い
出
を
つ
く

を
し
て
、

津
島
の
子
ど
も

国
し
ま
し
た
。

で
、

一
行
は
三
一
日
に
帰

感
動
を
覚
え
て
い
た
様
子

島
の
歴
史
・
文
化
に
深
い

博
物
館
な
ど
で
は
、

宇
和

　
ま
た
、

天
赦
園
や
伊
達

い
関
心
を
示
し
ま
し
た
。

環
境
に
対
す
る
技
術
に
高

学
し
、

排
水
処
理
な
ど
の

組
合
の
工
場
を
熱
心
に
見

所
や
宇
和
青
果
農
業
協
同

果
樹
試
験
場
み
か
ん
研
究

　
市
内
視
察
で
は
、

県
立

換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

に
つ
い
て
活
発
な
意
見
交

な
分
野
で
の
今
後
の
交
流

育
・
環
境
な
ど
さ
ま
ざ
ま

で
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
・
教

島
市
を
訪
れ
、

交
流
会
議

友
好
訪
問
団
八
人
が
宇
和

　
中
国
浙
江
省
象
山
県
の

八
月
二
九
日

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

つ
し
ま
夏
祭
り

宇
和
島
牛
鬼
ま
つ
り

吉
田
町
夏
祭
り 宇

和
島
ク
ラ
ブ
通
信

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

第
一
号

平
成
十
九
年
十
一
月

宇
和
島
市
役
所
総
務
課

祭
り
＆
ま
ち
の
わ
だ
い

八
月
七
日
〜

十
日

小
さ
な
ふ
る
さ
と
大
使
が
や
っ
て
き
た

遊
子
の
段
畑

　
重
要
文
化
的
景
観
に

象
山
県
友
好
訪
問
団

各祭り・まちのわだいの記事は、「広報うわじま」７月号～１１月号より抜粋しています。（※月日は順不同）

「宇和島のこんなことが知りたい」とか「あの場所は今どうなっているの？」などございました
ら、宇和島市役所総務課まで、ご連絡ください。投稿や取材などに行ってきます。

大にぎわいの町中

今年のみかん娘の皆さんと

りりしく愛らしい子供たちの踊り

雄大な牛鬼の練り

和楽の響き着飾って大行進！

川面を彩るナイアガラ「三間町音頭」

ライトアップされた段畑

水産試験場を見学



わ
び
た
多
く
の
客
で
賑
わ

　
午
前
九
時
か
ら
、

待
ち

プ
ン
し
ま
し
た
。

ン
タ
ー

が
、

新
た
に
オ
ー

定
め
た
吉
田
観
光
文
化
セ

ム
を
指
定
管
理
者
と
し
て

　
市
が
㈲
南
四
国
フ
ァ
ー

十
月
六
日

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

て
過
ご
し
ま
し
た
。

顔
で
懐
か
し
の
生
徒
と
し

は
、

昔
と
変
わ
ら
な
い
笑

勝
利
す
る
な
ど
、

こ
の
日

綱
引
き
で
は
現
役
生
徒
に

が
ら
競
技
に
力
戦
奮
闘
。

徒
か
ら
の
声
援
を
受
け
な

　
Ｏ
Ｂ
の
皆
さ
ん
は
、

生

四
六
人
が
集
り
ま
し
た
。

全
国
各
地
か
ら
一
六
期
生

ら
ス
タ
ー

ト
し
よ
う
と
、

青
春
を
過
ご
し
た
母
校
か

新
た
な
人
生
の
第
一
歩
を
、

　
今
年
還
暦
を
迎
え
て
の

さ
ん
！

ん
と
六
〇
歳
の
Ｏ
Ｂ
の
皆

徒
が
参
加
し
ま
し
た
。

な

に
は
な
い
一
風
変
っ

た
生

た
体
育
祭
に
、

こ
れ
ま
で

　
津
島
高
校
で
開
催
さ
れ

九
月
二
日

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇
◇

利
用
く
だ
さ
い
。

室
な
ど
各
施
設
を
ぜ
ひ
ご

憩
や
買
物
の
ほ
か
、

展
示

便
利
に
な
り
ま
し
た
。

休

三
〇
分
の
開
館
で
、

よ
り

　
午
前
九
時
〜

午
後
六
時

　
施
設
は
無
休
（

年
内
）

て
い
ま
し
た
。

な
絵
が
訪
れ
る
人
を
迎
え

油
絵
が
展
示
さ
れ
、

暖
か

は
、

浜
口
千
恵
子
さ
ん
の

　
ま
た
、

ギ
ャ

ラ
リ
ー

で

が
所
狭
し
と
並
び
ま
し
た
。

い
、

新
鮮
な
野
菜
や
惣
菜

人口比較
４０年前 現在

学校別生徒数比較（小・中学校）

由良中学校　

４１０人

５６８人

１５５人

３９７人

５４５人

１３人

１２４人

２３２人

３９人

御槙小学校

清満小学校

岩松小学校

奥南小学校

学校名 ４０年前

蒋淵小学校

二名小学校

成妙小学校

玉津小学校

立間小学校

喜佐方小学校

吉田小学校（昭和46年、陶成・立目小学校が統合）

３８人

１２７人

吉田南中学校

吉田中学校（昭和43年、吉田南・吉田東・吉
田西中学校が統合し開校）

３９４人

１１６人

３００人

日振島中学校

嘉島中学校　

戸島中学校　

蒋淵中学校　

２２８人

５３５人 ２１６人下灘小学校

３１２人

３５人

中学校

３７人２６３人

８４人

１人

４４３人

南部小学校

北灘小学校

現在

横山小学校　

畑地小学校　

畑地小学校（昭和44年、横山小学校が統合）

４７人
２８人

１７４人

平成10年廃校５３人上槙小学校 ５５１人

清満中学校　 ２５４人

畑地中学校　

津島中学校（昭和46年、岩松・清満・御槙・畑
地・上槙・下灘・竹ヶ島・由良（須下・平井分校
含む）・北灘・南部中学校が統合し開校）

１４３人三間中学校

遊子中学校　

下波中学校　

宇和海中学校（昭和48年、下波・遊子・蒋淵・
戸島・嘉島・日振島中学校が統合し開校）

２０８人

１９９人

高光中学校　

城北中学校　

九島中学校　

城西中学校　

城北中学校（昭和46年、高光中学校が統合）

３３３人

８３３人

８人

１８人

遊子小学校（昭和45年、柿之浦小学校が統合）

柿之浦小学校

遊子小学校　

６１４人
祝森小学校　 １４５人

立目小学校　

陶成小学校　

吉田小学校　

２９７人

３３７人

三浦西小学校

三浦東小学校

７２５人

３０７人

高光小学校

１９３人

１７８人

三浦小学校
（昭和45年、三浦東・三浦西小学校が統合し開校）

１２４人

１０８人

１６０人結手小学校

番城小学校　 ４０１人

１６６人

番城小学校（昭和46年、祝森小学校が統合）

１３７人

４７人

１０４人

１３９人

１９８人

１９１人

１０２０人

１０９人

　女　１０，６５１人

世帯　　４，５９３世帯

学校名 ４０年前

５８５人

７２０人

現在

２３７人

８７１人 ６８３人

１８２人

旧宇和島市

旧吉田町 旧津島町旧三間町

旧宇和海村

世帯　１８，８８７世帯

全体　８，６４３人全体　６８，２１７人

　女　４，４０９人

世帯　１，９３８世帯

　男　３１，６８２人

　女　３６，５３５人

内訳（約４０年前の市町村別人口）
総　計

全体１２３，７７５人

　男　５８，１４２人

　女　６５，６３３人

　男　４，２３４人

住吉小学校

九島小学校

石応小学校

世帯　３１，６５１世帯

全体　１８，２２１人

　男　　８，７００人

　女　　９，５２１人

世帯　　４，２５８世帯

７５４人

９７１人

宇和津小学校

鶴島小学校

天神小学校

和霊小学校

９５人

２７９人

１７５人

６４人

２６人

戸島小学校

日振島小学校

嘉島小学校

２０４人

５２人

１５０人

明倫小学校

小学校

吉
田
観
光
文
化

　
　
　
　
　
セ
ン
タ
ー

六
〇
歳
の
同
窓
会

全体　８，５１８人

　男　４，００１人

　女　４，５１７人

世帯　１，９７５世帯

全体　２０，１７６人

　男　　９，５２５人

２４７人

９４人

３０３人

２５９人

１５７人

２１７人

１９５人

６２人

８５人

１１４人

７３人

浦知小学校

１８人

由良小学校（須下・平井分校含む）

２７人

１５人

１０５人

９４３人

２６人

城東中学校（昭和46年、三浦・清渓中学校が統合）

城東中学校　

学校名

城南中学校　

清渓中学校　

竹ヶ島小学校

３８人 １８９人

小学校

下灘中学校　 ２８７人

１２人

１４８人

上槙中学校　 １７人

１１３人曽根小学校

８２人

南部中学校　 ９７人

３７５人

１２６人

北灘中学校　

３３０人岩松中学校　

御槙中学校　

竹ヶ島中学校

２７９人

　世帯　３７，６３７世帯

中学校

学校名 ４０年前 現在

総　　　計

全体　９０，１１９人

　男　４２，１２１人

　女　４７，９９８人

３９０人

２３０人

３１３人

５４人

４０年前 現在

城南中学校（昭和46年、城西・九島中学校が統合）

三浦中学校　

吉田東中学校

吉田西中学校

小池小学校 １２９人 ４０人

三間小学校 ４１４人 １７１人

８１人

６８人

１４人

１６７人

特　　集
４０年前と現在を
比較してみました

編集後記（担当：竹葉・青山）
　
　宇和島も朝晩寒くなってきて、冬の訪れを感じ
るようになってきました。

　今回から、宇和島クラブ会員のみなさまへ地域
のわだいなど、今の宇和島を分かっていただけれ
ばと、広報誌の切抜きが中心ですが、この宇和島
クラブ通信の編集を始めました。宇和島からの便
りとしてお楽しみいただければ幸いです。

　特集では、みなさまに懐かしんでいただければ
と思い、４０年前と現在の学校や人口の数字を比
べてみました。子供の数が激減しているのに驚か
れると思いますが、こちらの若い職員は、こんな
学校があったのか？こんなに子供がいたのか？と
驚いていました。

　まだまだ読みやすく伝わりやすいものには程遠
いですが、今後も定期的に作成し、みなさまに懐
かしんでいただけるような紙面を考えていきたい
と思います。

　年末年始にはふるさと宇和島に帰省される方も
たくさんいらっしゃると思いますが、市役所や協
賛事業所にも是非お立ち寄りください。お待ちし
ております。

　これからますます寒くなりますが、お体にはお
気をつけてお過ごしください。

昔と変わらず元気いっぱい?!

ぜひお立ち寄りください


